
　

周
防
大
島
出
身
の
民
俗
学
者
。
生
家
は
農
業
・
養
蚕
を
営
み
、
宮

本
も
幼
少
期
か
ら
田
畑
に
通
い
、
浜
辺
に
遊
び
、
寝
物
語
に
土
地
に

伝
わ
る
昔
話
を
聞
い
て
育
つ
。
こ
の
幼
少
期
の
経
験
が
後
の
宮
本
民

俗
学
の
基
礎
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

文
学
を
志
し
て
大
阪
に
出
た
後
、
郵
便
局
勤
務
を
経
て
、
天
王
寺

師
範
学
校
に
学
び
小
学
校
の
教
員
と
な
る
。
初
期
に
は
「
三
島
郵
便

局
員
」
な
ど
の
小
説
の
執
筆
や
和
歌
の
創
作
を
行
っ
て
い
る
が
、
生

前
は
世
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
雑
誌
『
旅
と
伝
説
』
に
故
郷
の
民
間
伝
承
な
ど
を
紹
介

し
た
「
周
防
大
島
」
を
連
載
。
柳
田
國
男
の
知
遇
を
得
て
本
格
的
に

民
俗
学
の
道
に
進
む
。
そ
し
て
生
涯
の
師
と
な
る
渋
沢
敬
三
に
出
会

い
、
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
（
の
ち
の
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）

に
入
所
。
全
国
を
旅
し
て
庶
民
生
活
の
実
情
を
記
録
し
数
多
く
の
著

作
を
記
す
。

　

戦
後
は
九
学
会
連
合
調
査
・
山
村
林
業
金
融
調
査
・
漁
業
制
度
資

料
調
査
を
は
じ
め
各
種
の
学
術
調
査
に
参
加
。
農
山
漁
村
の
振
興
に

も
取
り
組
む
。
特
に
離
島
問
題
に
は
情
熱
を
傾
け
、
離
島
振
興
法
の

制
定
（
一
九
五
三
年
）
や
全
国
離
島
振
興
協
議
会
の
運
営
に
も
尽
力

し
た
。
島
の
現
況
と
課
題
を
ま
と
め
た
『
日
本
の
離
島
』
は
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
。

　

雑
誌
『
民
話
』、『
日
本
残
酷
物
語
』
な
ど
の
編
集
・
執
筆
に
携
わ

り
文
学
者
ら
と
の
交
友
も
深
め
る
。『
民
話
』連
載
の「
年
寄
り
た
ち
」

を
中
心
に
編
ま
れ
た
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
は
、
名
も
無
き
人
び

と
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
も
と
に
地
域
の
生
活
構
造
を
明
ら
か
に

し
た
作
品
で
、「
語
り
」
の
文
体
を
採
用
す
る
な
ど
多
方
面
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
に
就
任

し
、生
活
学
・
民
具
学
の
分
野
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
ま
た
近
畿
ツ
ー

リ
ス
ト
の
社
内
組
織
と
し
て
発
足
し
た
観
光
文
化
研
究
所
で
は
所
長

を
務
め
、
旅
を
テ
ー
マ
に
し
て
後
進
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
。

　

ま
た
周
防
猿
回
し
や
行
波
神
楽
と
い
っ
た
山
口
の
伝
統
芸
能
の
復

興
・
継
承
活
動
に
も
協
力
。
周
防
大
島
で
は
『
久
賀
町
誌
』『
東
和

町
誌
』
の
編
纂
に
携
わ
り
、
生
活
文
化
の
継
承
を
目
的
に
民
具
収
集

を
指
導
し
た
。
最
晩
年
に
は
東
和
町
郷
土
大
学
を
設
立
し
、
故
郷
の

未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。

（
文
・
髙
木
泰
伸
）

民
俗
学
・
随
筆

宮み

や

本も

と

常つ

ね

一い

ち

周防大島町

（1907～1981）

【
著
作
】

『
宮
本
常
一
著
作
集
』
51
巻
（
昭
和
43
～
平
成
24
・
未
来
社
）

『
私
の
日
本
地
図
』
全
15
巻
（
昭
和
42
～
昭
和
51
・
同
友
館
）

『
民
具
学
の
提
唱
』（
昭
54
・
未
来
社
）
ほ
か

【
閲
覧
情
報
】

宮
本
常
一
に
関
す
る
文
書
、
写
真
、
図
書
な
ど
の
資
料
は
、

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
セ
ン

タ
ー
内
で
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、
写
真
資
料
の
一
部
と
書
誌

情
報
は
、宮
本
常
一
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
、公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

・
宮
本
常
一
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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宮本もかつて遊んだ生家の前の干潟。奥に見えるのは真
宮島。昭和 36 年 4 月。宮本常一撮影。カメラを用いて
ふるさとの暮らしを記録しつづけた。

（提供：周防大島文化交流センター）

宮
本
常
一

「
あ
ん
た
は
ど
こ
か
な
？　

は
ァ
、
長
州
か
、
長
州
か
な
、
そ
う
か
な
ァ
、
長
州
人
は
こ
の
あ

た
り
へ
は
え
っ
と
き
て
お
っ
た
。
長
州
人
は
昔
か
ら
よ
う
稼
い
だ
も
ん
じ
ゃ
。
こ
の
あ
た
り
へ

は
木
挽
や
大
工
で
は
た
ら
き
に
き
て
お
っ
た
。大
工
は
腕
き
き
で
、み
な
え
え
仕
事
を
し
て
お
っ

た
。

　

と
き
に
あ
ん
た
は
何
が
商
売
じ
ゃ
？　

百
姓
じ
ゃ
と
い
い
な
さ
る
か
、
百
姓
じ
ゃ
ァ
あ
る
ま

い
。
も
の
い
い
が
ち
が
う
。
商
売
人
じ
ゃ
な
い
の
う
。
ま
ァ
百
姓
で
も
え
え
わ
い
。
わ
し
の
話

を
き
き
た
い
と
い
い
な
さ
っ
て
も
、
わ
し
は
何
に
も
知
ら
ん
じ
ゃ
、
何
に
も
な
ァ
。
ば
く
ろ
う

し
て
お
っ
た
か
ら
牛
や
馬
の
こ
と
な
ら
知
っ
と
る
。
し
か
し
ほ
か
の
こ
と
は
何
に
も
な
ら
ん
。

　

ど
う
し
て
盲
目
に
な
っ
た
と
い
い
な
さ
る
か
。
盲
目
に
の
う
、
盲
目
に
な
っ
て
、
も
う
お
っ

つ
け
三
〇
年
が
く
る
。
極
道
し
た
む
く
い
じ
ゃ
よ
。
ま
ァ
、ず
い
ぶ
ん
極
道
し
よ
っ
た
で
の
う
。

極
道
が
す
ぎ
て
、
ま
と
も
な
く
ら
し
も
よ
う
せ
な
ん
だ
。

　

あ
ん
た
は
女
房
は
あ
り
な
さ
る
か
。
女
房
は
大
事
に
せ
に
ゃ
ァ
い
け
ん
。
盲
目
に
な
っ
て
も

女
房
だ
け
は
見
捨
て
は
せ
ん
」

　

い
ろ
り
に
は
火
が
チ
ロ
チ
ロ
も
え
て
い
た
。
そ
の
そ
ば
に
八
〇
を
か
な
り
こ
え
た
小
さ
い
老

人
が
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
す
わ
っ
て
い
る
。
い
ち
じ
く
形
の
頭
を
し
て
、
歯
は
も
う
一
本
も
な
く

て
頬
は
こ
け
て
い
る
。
や
ぶ
れ
た
着
物
の
縞
も
ろ
く
に
見
え
な
い
ほ
ど
よ
ご
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
は
土
佐
の
山
中
、
檮
原
村
。
そ
し
て
こ
の
老
人
の
住
居
は
全
く
の
乞
食
小
屋
で
あ
る
。

あ
り
あ
わ
せ
の
木
を
縄
で
く
く
り
あ
わ
せ
、
そ
の
外
側
を
む
し
ろ
で
か
こ
い
、
天
井
も
む
し
ろ

で
張
っ
て
あ
る
。
そ
の
む
し
ろ
が
煙
で
ま
っ
く
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
天
井
の
上
は
橋
。
つ
ま
り

橋
の
下
に
小
屋
が
け
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
間
に
籾
が
ら
を
ま
い
て
、
そ
の
上
に
む
し
ろ
を

し
い
て
生
活
し
て
い
る
。
入
口
も
む
し
ろ
を
た
れ
た
ま
ま
。

　

と
き
ど
き
天
井
の
上
を
人
の
通
っ
て
い
く
足
音
が
き
こ
え
る
。
寒
そ
う
な
急
ぎ
足
で
あ
る
。

「
土
佐
源
氏
」『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
宮
本
常
一
著
作
集
10　

未
来
社
）
よ
り

年
譜

（
提
供
・
髙
木
泰
伸
）

宮
本
常
一

明
治
40（
一
九
〇
七
）年	

	

8
月
、
大
島
郡
家
室
西
方
村
（
現
・
周
防
大
島
町
）
に
生
ま
れ
る
。

大
正
13（
一
九
二
四
）年	

一
七
歳	

高
麗
橋
郵
便
局
に
勤
務
。

大
正
15（
一
九
二
六
）年	

一
九
歳	

4
月
、
天
王
寺
師
範
学
校
二
部
入
学
。

昭
和
2（
一
九
二
七
）年	

二
〇
歳	

3
月
、
天
王
寺
師
範
学
校
卒
業
、
大
阪
府
泉
南
郡
有
真
香
村
修
斉

尋
常
小
学
校
に
訓
導
と
し
て
赴
任
。

昭
和
３（
一
九
二
八
）年	

二
一
歳	

4
月
、
天
王
寺
師
範
学
校
専
攻
科
入
学
。

昭
和
４（
一
九
二
九
）年	

二
二
歳	

3
月
、
天
王
寺
師
範
学
校
専
攻
科
卒
業
、
大
阪
府
泉
南
郡
田
尻
尋

常
小
学
校
に
訓
導
と
し
て
赴
任
。

昭
和
５（
一
九
三
〇
）年	

二
三
歳	

『
旅
と
伝
説
』
3

−

1
（
柳
田
國
男
編
）
に
周
防
大
島
の
民
間
伝

承
を
記
し
た
「
周
防
大
島
（
1
）」
が
掲
載
。

昭
和
６（
一
九
三
一
）年	

二
四
歳	

3
月
、
大
阪
府
教
員
を
退
職
し
て
、
病
気
療
養
の
た
め
帰
郷
。
周

防
大
島
の
昔
話
・
伝
承
な
ど
の
採
訪
を
行
う
。
12
月
、
周
防
大
島

昔
話
話
集
を
整
理
し
、柳
田
國
男
へ
送
る
。
柳
田
よ
り
の
返
書
来
る
。

昭
和
７（
一
九
三
二
）年	

二
五
歳	

大
阪
府
泉
北
郡
池
田
尋
常
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
。

昭
和
９（
一
九
三
四
）年	

二
七
歳	

3
月
、
泉
北
郡
陽
徳
尋
常
小
学
校
に
転
任
。
10
月
、
京
都
大
学
で

講
演
を
す
る
柳
田
國
男
に
招
か
れ
、
関
西
在
住
の
民
俗
研
究
者
を

教
え
ら
れ
る
。

昭
和
10（
一
九
三
五
）年	

二
八
歳	

2
月
、
泉
北
郡
取
石
小
学
校
に
転
任
。
4
月
、
大
阪
民
俗
談
話
会

で
渋
沢
敬
三
と
出
会
う
。

昭
和
14（
一
九
三
九
）年	

三
二
歳	

10
月
、
小
学
校
を
退
職
し
、
上
京
。
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に

入
所
。
11
月
、
中
国
山
地
民
俗
採
訪
調
査
。
以
後
、
昭
和
17
年
ま

で
民
俗
調
査
の
た
め
全
国
各
地
を
訪
ね
る
。

昭
和
17（
一
九
四
二
）年	

三
五
歳	

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
が
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
名
称
変

更
。

昭
和
18（
一
九
四
三
）年	

三
六
歳	

帰
阪
し
て
、
奈
良
県
立
郡
山
中
学
校
嘱
託
。

昭
和
20（
一
九
四
五
）年	

三
八
歳	

4
月
、
郡
山
中
学
校
退
職
、
大
阪
府
嘱
託
と
し
て
生
鮮
野
菜
受
給

対
策
を
立
て
る
。
7
月
、
堺
空
襲
に
あ
い
、
家
財
・
書
籍
・
資
料

一
切
を
焼
失
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年	

三
九
歳	

帰
郷
し
て
農
業
に
従
事
。

昭
和
23（
一
九
四
八
）年	

四
一
歳	

大
阪
府
農
地
部
農
業
組
合
課
嘱
託
。

昭
和
24（
一
九
四
九
）年	

四
二
歳	

日
本
常
民
文
化
研
究
所
復
帰
。
農
林
省
水
産
資
料
保
存
委
員
会
調

査
員
、
主
と
し
て
瀬
戸
内
海
漁
村
の
調
査
・
文
書
収
集
に
あ
た
る
。

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

四
三
歳	

八
学
会
連
合
対
馬
調
査
に
参
加
。
民
族
学
班
に
配
属
さ
れ
主
と
し

て
漁
業
調
査
を
行
う
。
翌
26
年
か
ら
九
学
会
。

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

四
五
歳	

九
学
会
連
合
能
登
調
査
、
社
会
学
班
。

昭
和
28（
一
九
五
三
）年	

四
六
歳	

7
月
、
離
島
振
興
法
制
定
。
全
国
離
島
振
興
協
議
会
幹
事
、
翌
年

5
月
事
務
局
長
。
12
月
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
機
関
誌
『
し
ま
』

刊
行
、
編
集
・
執
筆
を
精
力
的
に
行
う
。

昭
和
33（
一
九
五
八
）年	

五
一
歳	

雑
誌
『
民
話
』
創
刊
。
編
集
員
、「
年
よ
り
た
ち
」
を
連
載
。

昭
和
34（
一
九
五
九
）年	

五
二
歳	

九
学
会
連
合
佐
渡
調
査
。『
日
本
残
酷
物
語
』
刊
行
開
始
。

昭
和
36（
一
九
六
一
）年	

五
四
歳	

6
月
、『
日
本
の
離
島
』
に
よ
り
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
。

12
月
、『
瀬
戸
内
海
島
嶼
の
開
発
と
そ
の
社
会
形
成

−

海
人
の
定

住
化
を
中
心
に
』
に
よ
り
東
洋
大
学
か
ら
文
学
博
士
号
授
与
。

昭
和
38（
一
九
六
三
）年	

五
六
歳	

九
学
会
連
合
下
北
半
島
調
査
。

昭
和
39（
一
九
六
四
）年	

五
七
歳	

4
月
、
武
蔵
野
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
、
翌
年
よ
り
教
授
（
52
年

3
月
ま
で
、
同
年
名
誉
教
授
）。
民
俗
学
・
生
活
史
を
講
義
。

昭
和
41（
一
九
六
六
）年	

五
九
歳	

1
月
、
日
本
観
光
文
化
研
究
所
設
立
。
当
初
は
近
畿
ツ
ー
リ
ス
ト

資
料
室
、
4
月
よ
り
研
究
所
が
正
式
名
称
。

昭
和
44（
一
九
六
九
）年	

六
二
歳	

離
島
振
興
審
議
会
委
員
。

昭
和
50（
一
九
七
五
）年	

六
八
歳	

日
本
民
具
学
会
設
立
、
同
会
幹
事
。

昭
和
52（
一
九
七
七
）年	

七
〇
歳	

4
月
、
周
防
猿
ま
わ
し
の
復
活
に
協
力
。
12
月
、『
宮
本
常
一
著

作
集
』（
第
一
期
）
に
よ
り
今
和
次
郎
賞
（
日
本
生
活
学
会
）
受
賞
。

昭
和
55（
一
九
八
〇
）年	

七
三
歳	

東
和
町
郷
土
大
学
発
足
、「
郷
土
の
歴
史
」
を
講
義
。

昭
和
56（
一
九
八
一
）年	

七
三
歳	

1
月
、
逝
去
（
享
年
73
才
）。
勲
三
等
瑞
宝
章
。

	
	

※
田
村
善
次
郎
「
宮
本
常
一
略
年
譜
」（『
宮
本
常
一
―
同
時
代
の
証
言
・

続
』
マ
ツ
ノ
書
店
2
0
0
4
年
）
よ
り
作
成
。

130131


